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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通常ダイナミックレンジ特性を持った第1のビデオデータと、ハイダイナミックレンジ
特性を持った第２のビデオデータを切り替えて得られるビデオデータをエンコードしてビ
デオストリームを得るエンコード部と、
　上記ビデオストリームを含むＭＭＴによるコンテナを送信する送信部を備え、
　上記ビデオストリームには、上記第1のビデオデータに対して通常ダイナミックレンジ
のビデオデータであることを示す特性情報が挿入され、上記第２のビデオデータに対して
ハイダイナミックレンジのビデオデータであることを示す特性情報が挿入されており、
　上記第１のビデオデータをエンコードして得られたビデオストリームと上記第２のビデ
オデータをエンコードして得られたビデオストリームには同じパケットＩＤが設定されて
おり、
　上記コンテナに含まれるＭＰテーブルには、該コンテナに含まれるビデオストリームが
持つビデオデータの特性情報が記述されたデスクリプタが挿入され、該デスクリプタは、
ビデオデータの特性切り替えタイミングより所定の時間だけ前のタイミングから切り替え
後のビデオデータの特性情報を示すように挿入されている
　送信装置と、
　上記コンテナを受信する受信部と、
　上記ビデオストリームをデコードしてビデオデータを得るデコード処理と、上記デスク
リプタに記述されている上記ビデオデータの特性情報に基づいて表示用画像データの特性
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を切り替える処理を制御する制御部を備える
　受信装置
からなる送受信システム。
【請求項２】
　上記デスクリプタには、基準輝度レベルの情報がさらに記述されている
　請求項１に記載の送受信システム。
【請求項３】
　上記デスクリプタには、上記通常ダイナミックレンジ特性と上記ハイダイナミックレン
ジ特性のカーブが同一軌道から分岐して別れる輝度レベルの情報がさらに記述されている
　請求項１に記載の送受信システム。
【請求項４】
　エンコード部が、通常ダイナミックレンジ特性を持った第1のビデオデータと、ハイダ
イナミックレンジ特性を持った第２のビデオデータを切り替えて得られるビデオデータを
エンコードしてビデオストリームを得るエンコードステップと、
　送信部が、上記ビデオストリームを含むＭＭＴによるコンテナを送信する送信ステップ
を有し、
　上記ビデオストリームには、上記第1のビデオデータに対して通常ダイナミックレンジ
のビデオデータであることを示す特性情報が挿入され、上記第２のビデオデータに対して
ハイダイナミックレンジのビデオデータであることを示す特性情報が挿入されており、
　上記第１のビデオデータをエンコードして得られたビデオストリームと上記第２のビデ
オデータをエンコードして得られたビデオストリームには同じパケットＩＤが設定されて
おり、
　上記コンテナに含まれるＭＰテーブルには、該コンテナに含まれるビデオストリームが
持つビデオデータの特性情報が記述されたデスクリプタが挿入され、該デスクリプタは、
ビデオデータの特性切り替えタイミングより所定の時間だけ前のタイミングから切り替え
後のビデオデータの特性情報を示すように挿入されており、
　受信部が、上記コンテナを受信する受信ステップと、
　制御部が、上記ビデオストリームをデコードしてビデオデータを得るデコード処理と、
上記デスクリプタに記述されている上記ビデオデータの特性情報に基づいて表示用画像デ
ータの特性を切り替える処理を制御する制御ステップをさらに有する
　送受信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、送信装置、送信方法、受信装置および受信方法に関し、詳しくは、所定の光
電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて送信する送信装置等に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハイダイナミックレンジビデオデータにハイダイナミックレンジ光電変換を適用
して得られた伝送ビデオデータを送信することが考えられている。以下、ハイダイナミッ
クレンジを、適宜、「ＨＤＲ」と表記する。例えば、非特許文献１には、従来受信機によ
る受信を考慮した、従来の光電変換特性（ガンマ特性）との互換領域を含むＨＤＲ光電変
換特性（新ガンマ特性）についての記載がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】Tim Borer, “Non-Linear Opto-Electrical Transfer Functions for H
igh Dynamic Range Television”, Research & Development White Paper WHP 283, July
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本技術の目的は、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替
えて送信する場合、受信側において伝送ビデオデータから表示用画像データを得る処理を
適切に行い得るようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本技術の概念は、
　所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られる伝送
ビデオデータにエンコード処理を施してビデオストリームを得るエンコード部と、
　上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部と、
　上記コンテナに、該コンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種
類を示す識別情報を、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから
切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する情報挿入部を備える
　送信装置にある。
【０００６】
　本技術において、エンコード部により、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送
ビデオデータを切り替えて得られる伝送ビデオデータにエンコード処理が施されてビデオ
ストリームが得られる。送信部により、ビデオストリームを含む所定フォーマットのコン
テナが送信される。例えば、コンテナは、ＴＳストリームあるいはＭＭＴストリームであ
る、ようにされてもよい。
【０００７】
　例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデータに通
常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレンジ光電
変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデータに
ハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレンジ光
電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータが含まれる、ようにされてもよい。
【０００８】
　また、例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、ハイダイナミックレンジビデオデー
タにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレン
ジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、通常ダイナミックレンジビデオデ
ータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換が行われて得られたビデオデ
ータに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値をハイダイナミック
レンジ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいてダイナミ
ックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデ
オデータが含まれる、ようにされてもよい。
【０００９】
　また、例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデー
タに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレン
ジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデ
ータにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレ
ンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータと、通常ダイナミックレンジビデオ
データに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換が行われて得られたビデオ
データに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値をハイダイナミッ
クレンジ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいてダイナ
ミックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第３の伝送ビ
デオデータが含まれる、ようにされてもよい。
【００１０】
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　情報挿入部により、コンテナに、このコンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝送
ビデオデータの種類を示す識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前
のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入される。例えば
、情報挿入部は、コンテナに、基準輝度レベルである基準レベルの情報、あるいは通常ダ
イナミックレンジ光電変換特性とハイダイナミックレンジ光電変換特性のカーブが同一軌
道から分岐して別れる輝度レベルである分岐レベルの情報をさらに挿入する、ようにされ
てもよい。
【００１１】
　このように本技術においては、コンテナに、このコンテナに含まれるビデオストリーム
が持つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報を、切り替えタイミングより所定の時間量
以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する
ものである。そのため、受信側において、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ
前のタイミングから伝送ビデオデータの種類の切り替えがあること、さらには切り替え後
の伝送ビデオデータの種類の認識が可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあ
っても伝送ビデオデータから表示用画像データを得る処理を滞りなく適切に行い得る。
【００１２】
　また、本技術の他の概念は、
　伝送ビデオデータをエンコードして得られたビデオストリームを含む所定フォーマット
のコンテナを受信する受信部を備え、
　上記伝送ビデオデータは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
の切り替え出力であり、
　上記コンテナに、該コンテナが含むビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を
示す識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り
替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコード部と、
　上記デコード部で得られた伝送ビデオデータに、上記識別情報および表示性能に基づい
た電光変換処理を施して表示用画像データを得る処理部をさらに備える
　受信装置にある。
【００１３】
　本技術において、受信部により、伝送ビデオデータをエンコードして得られたビデオス
トリームを含む所定フォーマットのコンテナが受信される。ここで、伝送ビデオデータは
、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータの切り替え出力であり、コ
ンテナに、このコンテナが含むビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後
の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入されている。
【００１４】
　デコード部により、ビデオストリームがデコードされて伝送ビデオデータが得られる。
そして、処理部により、デコード部で得られた伝送ビデオデータに、識別情報および表示
性能に基づいた電光変換処理が施されて表示用画像データが得られる。
【００１５】
　例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデータに通
常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレンジ光電
変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデータに
ハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレンジ光
電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータが含まれ、処理部は、表示性能がハイダイ
ナミックレンジであるとき、伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータである場合
には、この伝送ビデオデータにダイナミックレンジ変換を行った後にハイダイナミックレ
ンジ電光変換特性による電光変換処理を施して表示用画像データを得、伝送ビデオデータ
が第２の伝送ビデオデータである場合には、この伝送ビデオデータにハイダイナミックレ
ンジ電光変換特性による電光変換を施して表示用画像データを得、処理部は、表示性能が
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通常ダイナミックレンジであるとき、伝送ビデオデータが第１の伝送ビデオデータである
場合には、この伝送ビデオデータに通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換
を施して表示用画像データを得、伝送ビデオデータが第２の伝送ビデオデータである場合
には、この伝送ビデオデータにダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレ
ンジ電光変換特性による電光変換を施して表示用画像データを得る、ようにされてもよい
。
【００１６】
　また、例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、ハイダイナミックレンジビデオデー
タにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレン
ジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、通常ダイナミックレンジビデオデ
ータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換が行われて得られたビデオデ
ータに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値をハイダイナミック
レンジ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいてダイナミ
ックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデ
オデータが含まれ、処理部は、表示性能がハイダイナミックレンジであるとき、伝送ビデ
オデータが第１の伝送ビデオデータおよび第２の伝送ビデオデータのいずれの場合にも、
この伝送ビデオデータにハイダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施して表
示用画像データを得、処理部は、表示性能が通常ダイナミックレンジであるとき、伝送ビ
デオデータが第１の伝送ビデオデータである場合には、この伝送ビデオデータに第１の変
換特性のダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレンジ電光変換特性によ
る電光変換を施して表示用画像データを得、伝送ビデオデータが第２の伝送ビデオデータ
である場合には、この伝送ビデオデータに第２の変換特性のダイナミックレンジ変換を行
った後に通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施して表示用画像データ
を得る、ようにされてもよい。
【００１７】
　また、例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデー
タに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレン
ジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデ
ータにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレ
ンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータと、通常ダイナミックレンジビデオ
データに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換が行われて得られたビデオ
データに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値をハイダイナミッ
クレンジ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいてダイナ
ミックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第３の伝送ビ
デオデータが含まれ、処理部は、表示性能がハイダイナミックレンジであるとき、伝送ビ
デオデータが第１の伝送ビデオデータである場合には、この伝送ビデオデータにダイナミ
ックレンジ変換を行った後にハイダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施し
て表示用画像データを得、伝送ビデオデータが第２の伝送ビデオデータあるいは第３の伝
送ビデオデータである場合には、この伝送ビデオデータにハイダイナミックレンジ電光変
換特性による電光変換を施して表示用画像データを得、処理部は、表示性能が通常ダイナ
ミックレンジであるとき、伝送ビデオデータが第１の伝送ビデオデータである場合には、
この伝送ビデオデータに通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施して表
示用画像データを得、伝送ビデオデータが第２の伝送ビデオデータである場合には、この
伝送ビデオデータに第１の変換特性のダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミ
ックレンジ電光変換特性による電光変換を施して表示用画像データを得、伝送ビデオデー
タが第３の伝送ビデオデータである場合には、この伝送ビデオデータに第２の変換特性の
ダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光変
換を施して上記表示用画像データを得る、ようにされてもよい。
【００１８】
　このように本技術においては、コンテナに、このコンテナが含むビデオストリームが持
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つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上
だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入されてお
り、伝送ビデオデータに、この識別情報および表示性能に基づいた電光変換処理を施して
表示用画像データを得るものである。識別情報から切り替えタイミングより所定の時間量
以上だけ前のタイミングから伝送ビデオデータの種類の切り替えがあること、さらには切
り替え後の伝送ビデオデータの種類の認識が可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り
替えがあっても伝送ビデオデータから表示用画像データを得る電光変換処理を滞りなく適
切に行い得る。
【発明の効果】
【００１９】
　本技術によれば、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替
えて送信する場合、受信側において伝送ビデオデータから表示用画像データを得る処理を
適切に行い得る。なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定されるも
のではなく、また付加的な効果があってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施の形態としての送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】サービス送信システムの構成例を示すブロック図である。
【図３】光電変換特性を説明するための図である。
【図４】伝送ビデオデータの切り換えタイミングと、換え後の伝送ビデオデータを識別す
るための識別情報の挿入タイミングとの関係を説明するための図である。
【図５】ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１の構造例を示す図である。
【図６】ＨＤＲデスクリプタ・タイプ３の構造例を示す図である。
【図７】各デスクリプタの構造例における主要な情報の内容を示す図である。
【図８】ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示す図である
。
【図９】ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示す図である。
【図１０】サービス送信システムの他の構成例を示すブロック図である。
【図１１】サービス送信システムにおけるダイナミックレンジ変換部の動作を説明するた
めの図である。
【図１２】サービス送信システムにおけるダイナミックレンジ変換部の動作を説明するた
めの図である。
【図１３】ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２の構造例を示す図である。
【図１４】ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示す図であ
る。
【図１５】ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示す図である。
【図１６】サービス送信システムの他の構成例を示すブロック図である。
【図１７】ダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタの構造例を示す図である
。
【図１８】ダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタの構造例における主要な
情報の内容を示す図である。
【図１９】ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示す図であ
る。
【図２０】ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示す図である。
【図２１】サービス受信機の構成例を示すブロック図である。
【図２２】サービス受信機におけるＨＤＲ/ＳＤＲ変換部の動作を説明するための図であ
る。
【図２３】サービス受信機におけるＨＤＲ/ＳＤＲ変換部の動作を説明するための図であ
る。
【図２４】サービス受信機におけるＨＤＲ/ＳＤＲ変換部の動作を説明するための図であ
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る。
【図２５】サービス受信機の他の構成例を示すブロック図である。
【図２６】サービス受信機におけるＳＤＲ/ＨＤＲ変換部の動作を説明するための図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明を以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００２２】
　＜１．実施の形態＞
　［送受信システムの構成例］
　図１は、実施の形態としての送受信システム１０の構成例を示している。この送受信シ
ステム１０は、サービス送信システム１００とサービス受信機２００により構成されてい
る。サービス送信システム１００は、コンテナとしてのＭＰＥＧ２トランスポートストリ
ームあるいはＭＭＴ（MPEG Media Transport）ストリームを生成し、このトランスポート
ストリームを放送波あるいはネットのパケットに載せて送信する。
【００２３】
　トランスポートストリームには、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオ
データを切り替えて得られる伝送ビデオデータにエンコード処理を施して得られたビデオ
ストリームが含まれる。トランスポートストリームには、それに含まれるビデオストリー
ムが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間
量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入さ
れる。
【００２４】
　サービス受信機２００は、サービス送信システム１００から送信されてくるトランスポ
ートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいはＭＭＴストリーム）を受
信する。サービス受信機２００は、トランスポートストリームに含まれているビデオスト
リームにデコード処理を施して伝送ビデオデータを得る。また、サービス受信機２００は
、トランスポートストリームに挿入されている識別情報および表示性能に基づいた電光変
換処理を施して、表示用画像データを得る。
【００２５】
　「サービス送信システムの構成例」
　図２は、図１のサービス送信システム１００としてのサービス送信システム１００Ａの
構成例を示している。このサービス送信システム１００Ａは、制御部１０１と、ＨＤＲ（
High Dynamic Range：ハイダイナミックレンジ）光電変換部１０３と、ＳＤＲ（Standard
 Dynamic Range：通常ダイナミックレンジ）光電変換部１０４と、切換スイッチ１０６Ａ
と、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７と、ビデオエンコーダ１０８と、コンテナエンコー
ダ１０９と、送信部１１０を有している。
【００２６】
　制御部１０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を備えて構成され、制御プログ
ラムに基づいて、サービス送信システム１００Ａの各部の動作を制御する。ＨＤＲ光電変
換部１０３は、高コントラストカメラ出力、すなわちＨＤＲビデオデータＶｈに対して、
ＨＤＲ光電変換特性を適用して光電変換し、ＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特
性を持たせた伝送ビデオデータ）を得る。このＨＤＲ伝送ビデオデータは、ＨＤＲ ＯＥ
ＴＦで映像制作された映像素材となる。
【００２７】
　ＳＤＲ光電変換部１０４は、通常コントラストカメラ出力、すなわちＳＤＲビデオデー
タＶｓに対して、ＳＤＲ光電変換特性を適用して光電変換し、ＳＤＲ伝送ビデオデータ（
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ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）を得る。このＳＤＲ伝送ビデオデータ
は、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材となる。
【００２８】
　図３を参照して光電変換特性について説明する。実線ａはＳＤＲ光電変換特性を示すＳ
ＤＲ ＯＥＴＦカーブの一例を示している。実線ｂは、ＨＤＲ光電変換特性を示すＨＤＲ 
ＯＥＴＦカーブの一例を示している。横軸は入力輝度レベルを示し、Ｐ１はＳＤＲ最大レ
ベルに対応する入力輝度レベルを示し、Ｐ２はＨＤＲ最大レベルに対応する入力輝度レベ
ルを示している。
【００２９】
　また、縦軸は伝送符号値または正規化された符号化レベルの相対値を示す。相対最大レ
ベルＭはＨＤＲ伝送の際の最大レベルおよびＳＤＲ伝送の際の最大レベルを示す。基準レ
ベルＧは、ＳＤＲ最大レベルに対応する入力輝度レベルＰ１におけるＨＤＲ　ＯＥＴＦの
伝送レベルを示すもので、いわゆるリファレンスの白レベルを意味し、このレベルよりも
高い範囲をＨＤＲ特有のきらめき表現に利用することを示す。分岐レベルＢは、ＳＤＲ 
ＯＥＴＦカーブとＨＤＲ ＯＥＴＦカーブとが同一軌道から分岐して別れるレベルを示す
。Ｐｆは、分岐レベルに対応する入力輝度レベルを示す。なお、この分岐レベルＢは、０
以上の任意の値とすることができる。
【００３０】
　切換スイッチ１０６Ａは、ＳＤＲ光電変換部１０４で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータ
（伝送ビデオデータＡ）またはＨＤＲ光電変換部１０３で得られたＨＤＲ伝送ビデオデー
タ（伝送ビデオデータＢ）を選択的に取り出す。この切り替えは、番組単位、あるいはそ
れに準ずる単位で行われる。
【００３１】
　ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７は、切換スイッチ１０６Ａで取り出された伝送ビデオ
データＶ１をＲＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換する。なお、
これらの色空間のドメインは、ＲＧＢドメインに限定されるものではなく、また、輝度・
色差ドメインはＹＣｂＣｒに限定されるわけではない。
【００３２】
　ビデオエンコーダ１０８は、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７でＹＣｂＣｒドメインに
変換された伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶ
Ｃなどの符号化を施して符号化ビデオデータを得、この符号化ビデオデータを含むビデオ
ストリーム（ビデオエレメンタリストリーム）ＶＳを生成する。
【００３３】
　このとき、ビデオエンコーダ１０８は、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユ
ニットのＶＵＩ（video usability information）の領域に、ＳＤＲのストリームである
かＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に
対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報を挿入する。
【００３４】
　ここで、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性は、この伝送ビデオデータＶ１が伝
送ビデオデータＡ（ＳＤＲ光電変換部１０４で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータ）である
ときは、ＳＤＲ光電変換部１０４における光電変換特性である。また、伝送ビデオデータ
Ｖ１が持つ光電変換特性は、この伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲ光
電変換部１０３で得られたＨＤＲ伝送ビデオデータ）であるときは、ＨＤＲ光電変換部１
０３における光電変換特性である。
【００３５】
　コンテナエンコーダ１０９は、ビデオエンコーダ１０８で生成されたビデオストリーム
ＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいはＭ
ＭＴストリーム）を生成する。送信部１１０は、このトランスポートストリームを、放送
波あるいはネットのパケットに載せて、サービス受信機２００に送信する。
【００３６】



(9) JP 6724779 B2 2020.7.15

10

20

30

40

50

　この際、コンテナエンコーダ１０９は、トランスポートストリームに、伝送ビデオデー
タＡであるか、あるいは伝送ビデオデータＢであるかを示す識別情報を挿入する。この場
合、コンテナエンコーダ１０９は、この識別情報を、トランスポートストリームに、切り
替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデ
ータの種類を示すように挿入する。このように識別情報の挿入が管理されることで、受信
側に、伝送ビデオデータの動的な切り替えが通知される。
【００３７】
　図４は、伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲサービス）と伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲサービ
ス）の切り換えタイミングＳｎ（Ｓ０，Ｓ１，Ｓ２，・・・）と、切換え後の伝送ビデオ
データを識別するための識別情報の挿入タイミングＴｎ（Ｔ０，Ｔ１，Ｔ２，・・・）の
関係を示している。以下の（１）式を満足するように、タイミングＴｎはタイミングＳｎ
よりもｔ（所定の時間量）以上だけ前のタイミングとされる。なお、図示の例は、Ｓｎ－
Ｔｎ ＝ ｔ （ただし、ｔは正値）である場合を示している。
　　　Ｓｎ－Ｔｎ ≧ ｔ　　　・・・（１）
【００３８】
　コンテナエンコーダ１０９は、例えば、新規定義する、識別情報が記述されたＨＤＲデ
スクリプタ・タイプ１（HDR descriptor_type1）、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ
３（HDR descriptor_type3）のデスクリプタを挿入する。これらのデスクリプタは、例え
ば、トランスポートストリームがＭＰＥＧ２トランスポートストリームであるときには、
プログラム・マップ・テーブル（ＰＭＴ：Program Map Table）の配下に挿入され、トラ
ンスポートストリームがＭＭＴストリームであるときには、ＭＰテーブル（MMT Package 
Table）の配下に挿入される。
【００３９】
　図５は、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１の構造例(Syntax)を示し、図６は、ＨＤＲデス
クリプタ・タイプ３の構造例(Syntax)を示し、図７は、それらの構造例における主要な情
報の内容（Semantics）を示している。
【００４０】
　図５に示すＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタについて説明する。「descri
ptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプタのタイプを示し、ここでは、ＨＤＲデ
スクリプタ・タイプ１のデスクリプタであることを示す。「descriptor_length」の８ビ
ットフィールドは、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプタの長さとして以
降のバイト数を示す。
【００４１】
　「HDR_SDR_flag」の１ビットのフラグ情報は、対象のストリームがＨＤＲストリームで
あるかＳＤＲストリームであるかを示す。“１”はＨＤＲストリームであることを示し、
“０”はＳＤＲストリームであることを示す。「characteristics_info_flag」の１ビッ
トのフラグ情報は、特性情報があるか否かを示す。“１”は特性情報があることを示し、
“０”は特性情報がないことを示す。
【００４２】
　「characteristics_info_flag」が“１”であるとき、以下のフィールドが存在する。
「transferfunction」の８ビットフィールドは、電光変換特性（ＥＯＴＦ特性）を示す。
つまり、このフィールドは、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変
換特性を示す。例えば、“１”は「BT.709-5 Transfer Function(SDR)」を示し、“１４
”は「10bit BT.2020 Transfer Function(SDR)」を示し、“１６”は「SMPTE 2084 Trans
fer Function(HDR1)」を示し、“２５”は「HDR(HDR2)」を示す。なお、「HDR(HDR2)」は
、ＨＤＲ電光変換特性を示すが、ＰＱカーブではなく、従来ガンマ特性と輝度・伝送特性
において部分的な互換性をもつ、あるいはそれに近似する特性をもつと考えられるもので
ある。
【００４３】
　「referencelevel」の８ビットフィールドは、基準レベルＧ（図３参照）を示す。この
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場合、基準レベルＧとして、最大「１」に正規化された相対範囲の中を０～１００の値で
指定した値が記述される。受信側では、この値を１００で割ったものが正規化された相対
基準レベルとして認識される。「branchlevel」の８ビットフィールドは、分岐レベルＢ
（図３参照）を示す。この場合、分岐レベルＢとして、最大「１」に正規化された相対範
囲の中を０～１００の値で指定した値が記述される。受信側では、この値を１００で割っ
たものが分岐レベルとして認識される。
【００４４】
　このＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタにおいては、「descriptor_tag」の
フィールドによるデスクリプタのタイプ情報と、「HDR_SDR_flag」のフィールドによるス
トリームがＨＤＲであるかＳＤＲであるかを示す情報により、伝送ビデオデータＶ１が、
伝送ビデオデータＡであるか、あるいは伝送ビデオデータＢであるかが示される。
【００４５】
　図６に示すＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタについて説明する。「descri
ptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプタのタイプを示し、ここでは、ＨＤＲデ
スクリプタ・タイプ３のデスクリプタであることを示す。「descriptor_length」の８ビ
ットフィールドは、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプタの長さとして以
降のバイト数を示す。
【００４６】
　「HDR_SDR_flag」の１ビットのフラグ情報は、対象のストリームがＨＤＲストリームで
あるかＳＤＲストリームであるかを示す。“１”はＨＤＲストリームであることを示し、
“０”はＳＤＲストリームであることを示す。「characteristics_info_flag」の１ビッ
トのフラグ情報は、特性情報があるか否かを示す。“１”は特性情報があることを示し、
“０”は特性情報がないことを示す。
【００４７】
　「SDR_mapping_type」の２ビットフィールドは、ＳＤＲの特性をＨＤＲの特性にマッピ
ングさせているか否かを示す。“０”は、ＳＤＲの特性をＨＤＲの特性にマッピングさせ
ていないこと、つまりＳＤＲの特性がＨＤＲの特性にマッピングされずに伝送されること
を示す。“１”は、ＳＤＲの特性をＨＤＲの特性にマッピングさせていること、つまり、
ＳＤＲの特性がＨＤＲの特性にマッピングされて伝送されることを示す。図２に示すサー
ビス送信システム１００Ａにおいては、「SDR_mapping_type」は、常に、“０”とされる
。
【００４８】
　「characteristics_info_flag」が“１”であるとき、図５に示すＨＤＲデスクリプタ
・タイプ１のデスクリプタと同様に、「transferfunction」、「referencelevel」および
「branchlevel」の各８ビットフィールドが存在する。
【００４９】
　このＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタにおいては、「HDR_SDR_flag」のフ
ィールドによるストリームがＨＤＲであるかＳＤＲであるかを示す情報と、「SDR_mappin
g_type」のフィールドによるＳＤＲ特性がＨＤＲ特性にマッピングされているかを示す情
報により、伝送ビデオデータＡであるか、あるいは伝送ビデオデータＢであるかが示され
る。
【００５０】
　図８は、ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示している
。この構造例では、ＰＩＤ１で識別されるビデオストリームのＰＥＳパケット「Video PE
S」が存在する。アクセスユニットのＳＰＳのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームであ
るかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性
に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報が挿入される。
【００５１】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。ＰＳＩは、トランスポートスト
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リームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記した情
報である。ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（
Program loop）が存在する。
【００５２】
　ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つエレメンタリストリーム
・ループが存在する。この構造例では、ビデオストリームに対応したビデオエレメンタリ
ストリーム・ループ（video ES loop）が存在する。ビデオエレメンタリストリーム・ル
ープ（video ES loop）には、ビデオストリームに対応して、ストリームタイプ、ＰＩＤ
（パケット識別子）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関連する情報
を記述するデスクリプタも配置される。
【００５３】
　このビデオストリームの「Stream_type」の値は、例えばＨＥＶＣビデオストリームを
示す値に設定され、ＰＩＤ情報はビデオストリームのＰＥＳパケット「video PES」に付
与されるＰＩＤ１を示すものとされる。デスクリプタの一つとして、上述した、ＨＤＲデ
スクリプタ・タイプ１のデスクリプタ、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスク
リプタが挿入される。
【００５４】
　図９は、ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示している。ＭＭＴストリー
ムには、ビデオ、オーディオ等の各アセットのＭＭＴパケットが存在する。図示の構造例
では、ＩＤ１で識別されるビデオのアセットのＭＭＴパケットが存在する。アクセスユニ
ットのＳＰＳのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームである
かを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示す
情報などのメタ情報が挿入される。
【００５５】
　また、ＭＭＴストリームには、ＰＡ（Packet Access）メッセージパケットなどのメッ
セージパケットが存在する。ＰＡメッセージパケットには、ＭＭＴ・パケット・テーブル
（MMT Package Table）などのテーブルが含まれている。ＭＰテーブルには、アセット毎
の情報が含まれている。上述した、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタ、ある
いはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタが挿入される。
【００５６】
　図２に示すサービス送信システム１００Ａの動作を簡単に説明する。高コントラストカ
メラ出力であるＨＤＲビデオデータＶｈはＨＤＲ光電変換部１０３に供給される。このＨ
ＤＲ光電変換部１０３では、ＨＤＲビデオデータＶｈにＨＤＲ光電変換特性で光電変換が
施され、ＨＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材としてのＨＤＲ伝送ビデオデータ（
ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られる。
【００５７】
　また、通常コントラストカメラ出力であるＳＤＲビデオデータＶｓはＳＤＲ光電変換部
１０４に供給される。このＳＤＲ光電変換部１０４では、ＳＤＲビデオデータＶｓにＳＤ
Ｒ光電変換特性で光電変換が施され、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材として
のＳＤＲ伝送ビデオデータ（ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られ
る。
【００５８】
　切換スイッチ１０６Ａでは、制御部１０１の制御により、ＳＤＲ光電変換部１０４で得
られた伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデータ）またはＨＤＲ光電変換部１０３で
得られた伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）が選択的に取り出される。この
ように取り出された伝送ビデオデータは、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７でＲＧＢドメ
インからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換される。
【００５９】
　ＹＣｂＣｒドメインに変換された伝送ビデオデータＶ１は、ビデオエンコーダ１０８に
供給される。このビデオエンコーダ１０８では、伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば
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、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶＣなどの符号化が施されて符号化ビデオデータが得
られ、この符号化ビデオデータを含むビデオストリームＶＳが生成される。この際、ビデ
オエンコーダ１０８では、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユニットのＶＵＩ
の領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビ
デオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報が
挿入される。
【００６０】
　ビデオエンコーダ１０８で得られたビデオストリームＶＳは、コンテナエンコーダ１０
９に供給される。コンテナエンコーダ１０９では、ビデオエンコーダ１０８で生成された
ビデオストリームＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートスト
リームまたはＭＭＴストリーム）が生成される。このトランスポートストリームは、送信
部１１０により、放送波あるいはネットのパケットに載せて、サービス受信機２００に送
信される。
【００６１】
　この際、コンテナエンコーダ１０９では、コンテナとしてのトランスポートストリーム
に、伝送ビデオデータＡであるか伝送ビデオデータＢであるかを示す識別情報が記述され
たデスクリプタ（ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタ（図５参照）、あるいは
ＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタ（図６参照）が挿入される。この場合、コ
ンテナエンコーダ１０９では、この識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量だ
け前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入される。
【００６２】
　図１０は、図１のサービス送信システム１００としてのサービス送信システム１００Ｂ
の構成例を示している。この図１０において、図２と対応する部分には同一符号を付し、
適宜、その詳細説明は省略する。このサービス送信システム１００Ｂは、制御部１０１と
、ＨＤＲ光電変換部１０３と、ＳＤＲ光電変換部１０４と、ダイナミックレンジ変換部１
０５と、切換スイッチ１０６Ｂと、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７と、ビデオエンコー
ダ１０８と、コンテナエンコーダ１０９と、送信部１１０を有している。
【００６３】
　制御部１０１は、ＣＰＵを備えて構成され、制御プログラムに基づいて、サービス送信
システム１００Ｂの各部の動作を制御する。ＨＤＲ光電変換部１０３は、高コントラスト
カメラ出力、すなわちＨＤＲビデオデータＶｈに対して、ＨＤＲ光電変換特性を適用して
光電変換し、ＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ
）を得る。このＨＤＲ伝送ビデオデータは、ＨＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材
となる。
【００６４】
　ＳＤＲ光電変換部１０４は、通常コントラストカメラ出力、すなわちＳＤＲビデオデー
タＶｓに対して、ＳＤＲ光電変換特性を適用して光電変換し、ＳＤＲ伝送ビデオデータ（
ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）を得る。このＳＤＲ伝送ビデオデータ
は、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材となる。
【００６５】
　ダイナミックレンジ変換部１０５は、ＳＤＲ伝送ビデオデータにダイナミックレンジ変
換を行ってＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）
を得る。つまり、このダイナミックレンジ変換部１０５は、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作
された映像素材であるＳＤＲ伝送ビデオデータをＨＤＲ伝送ビデオデータに変換する。こ
こで、ダイナミックレンジ変換部１０５は、ＳＤＲ光電変換特性による変換データの値を
ＨＤＲ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいて、ダイナ
ミックレンジ変換を行う。この変換情報は、例えば、制御部１０１から与えられる。
【００６６】
　図１１を参照して、ダイナミックレンジ変換について、さらに説明する。実線ａは、Ｓ
ＤＲ光電変換特性を示すＳＤＲ ＯＥＴＦカーブの一例を示している。実線ｂは、ＨＤＲ
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光電変換特性を示すＨＤＲ ＯＥＴＦカーブの一例を示している。横軸は入力輝度レベル
を示し、Ｐ１はＳＤＲ最大レベルに対応する入力輝度レベルを示し、Ｐ２はＨＤＲ最大レ
ベルに対応する入力輝度レベルを示している。
【００６７】
　また、縦軸は伝送符号値または正規化された符号化レベルの相対値を示す。相対最大レ
ベルＭはＨＤＲ伝送の際の最大レベルおよびＳＤＲ伝送の際の最大レベルを示す。基準レ
ベルＧは、ＳＤＲ最大レベルに対応する入力輝度レベルＰ１におけるＨＤＲ　ＯＥＴＦの
伝送レベルを示すもので、いわゆるリファレンスの白レベルを意味し、このレベルよりも
高い範囲をＨＤＲ特有のきらめき表現に利用することを示す。
【００６８】
　分岐レベルＢは、ＳＤＲ ＯＥＴＦカーブとＨＤＲ ＯＥＴＦカーブとが同一軌道から分
岐して別れるレベルを示す。Ｐｆは、分岐レベルに対応する入力輝度レベルを示す。なお
、この分岐レベルＢは、０以上の任意の値とすることができる。図１２は、分岐レベルＢ
が０である場合の例を示している。
【００６９】
　ダイナミックレンジ変換部１０５におけるダイナミックレンジ変換では、ＳＤＲ伝送ビ
デオデータのうち、分岐レベルＢ以上相対最大レベルＭ以下で、ＨＤＲ光電変換特性によ
る変換データの値となるように変換される。この場合、ＳＤＲ最大レベルである相対最大
レベルＭは基準レベルＧと一致するようにされる。なお、分岐レベルＢ未満の入力データ
は、そのまま出力データとされる。
【００７０】
　ここで、変換情報は、変換テーブルあるいは変換係数で与えられる。変換テーブルで与
えられる場合、ダイナミックレンジ変換部１０５は、この変換テーブルを参照して変換を
行う。一方、変換係数で与えられる場合、ダイナミックレンジ変換部１０５は、この変換
係数を用いた演算により変換を行う。例えば、変換係数をＣとするとき、分岐レベルＢ以
上相対最大レベルＭ以下までの入力データに関して、以下の（２）式により、変換を行う
。
　出力データ＝分岐レベルＢ＋（入力データ－分岐レベルＢ）＊Ｃ　　　・・・（２）
【００７１】
　図１０に戻って、切換スイッチ１０６Ｂは、ＨＤＲ光電変換部１０３で得られたＨＤＲ
伝送ビデオデータ（伝送ビデオデータＢ）、またはダイナミックレンジ変換部１０５で得
られたＨＤＲ伝送ビデオデータ（伝送ビデオデータＣ）を選択的に取り出す。
【００７２】
　ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７は、切換スイッチ１０６Ｂで取り出された伝送ビデオ
データＶ１をＲＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換する。ビデオ
エンコーダ１０８は、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７でＹＣｂＣｒドメインに変換され
た伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶＣなどの
符号化を施して符号化ビデオデータを得、この符号化ビデオデータを含むビデオストリー
ムＶＳを生成する。
【００７３】
　この際、ビデオエンコーダ１０８は、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユニ
ットのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであるかを示す
情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示す情報（tr
ansfer function）などのメタ情報を挿入する。
【００７４】
　ここで、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性は、この伝送ビデオデータＶ１が伝
送ビデオデータＢ（ＨＤＲ光電変換部１０４で得られたＨＤＲ伝送ビデオデータ）である
とき、およびこの伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＣ（ダイナミックレンジ変換
部１０５で得られたＨＤＲ伝送ビデオデータ）であるときの双方とも、ＨＤＲ光電変換部
１０３における光電変換特性である。
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【００７５】
　コンテナエンコーダ１０９は、ビデオエンコーダ１０８で生成されたビデオストリーム
ＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいはＭ
ＭＴストリーム）を生成する。送信部１１０は、このトランスポートストリームを、放送
波あるいはネットのパケットに載せて、サービス受信機２００に送信する。
【００７６】
　この際、コンテナエンコーダ１０９は、トランスポートストリームに、伝送ビデオデー
タＢであるか、あるいは伝送ビデオデータＣであるかを示す識別情報を挿入する。この場
合、コンテナエンコーダ１０９は、この識別情報を、トランスポートストリームに、切り
替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデ
ータの種類を示すように挿入する（図４参照）。このように識別情報の挿入が管理される
ことで、受信側に、伝送ビデオデータの動的な切り替えが通知される。
【００７７】
　コンテナエンコーダ１０９は、例えば、新規定義する、識別情報が記述されたＨＤＲデ
スクリプタ・タイプ２（HDR descriptor_type2）、あるいは上述したＨＤＲデスクリプタ
・タイプ３（HDR descriptor_type3）のデスクリプタ（図６参照）を挿入する。これらの
デスクリプタは、例えば、トランスポートストリームがＭＰＥＧ２トランスポートストリ
ームであるときには、プログラム・マップ・テーブルの配下に挿入され、トランスポート
ストリームがＭＭＴストリームであるときには、ＭＰテーブルの配下に挿入される。
【００７８】
　図１３は、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２のデスクリプタの構造例(Syntax)を示してい
る。「descriptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプタのタイプを示し、ここで
は、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２のデスクリプタであることを示す。「descriptor_len
gth」の８ビットフィールドは、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプタの
長さとして以降のバイト数を示す。
【００７９】
　「HDR_SDR_flag」の１ビットのフラグ情報は、対象のストリームがＨＤＲストリームで
あるかＳＤＲストリームであるかを示す。“１”はＨＤＲストリームであることを示し、
“０”はＳＤＲストリームであることを示す。「characteristics_info_flag」の１ビッ
トのフラグ情報は、特性情報があるか否かを示す。“１”は特性情報があることを示し、
“０”は特性情報がないことを示す。「characteristics_info_flag」が“１”であると
き、図５に示すＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタと同様に、「transferfunc
tion」、「referencelevel」および「branchlevel」の各８ビットフィールドが存在する
。
【００８０】
　このＨＤＲデスクリプタ・タイプ２のデスクリプタにおいては、「descriptor_tag」の
フィールドによるデスクリプタのタイプ情報と、「HDR_SDR_flag」のフィールドによるス
トリームがＨＤＲであるかＳＤＲであるかを示す情報により、伝送ビデオデータＶ１が、
伝送ビデオデータＢであるか、あるいは伝送ビデオデータＣであるかが示される。
【００８１】
　なお、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２の代わりに挿入されるＨＤＲデスクリプタ・タイ
プ３のデスクリプタ（図６参照）においては、「HDR_SDR_flag」のフィールドによるスト
リームがＨＤＲであるかＳＤＲであるかを示す情報と、「SDR_mapping_type」のフィール
ドによるＳＤＲ特性がＨＤＲ特性にマッピングされているかを示す情報により、伝送ビデ
オデータＢであるか、あるいは伝送ビデオデータＣであるかが示される。
【００８２】
　図１４は、ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示してい
る。この構造例では、ＰＩＤ１で識別されるビデオストリームのＰＥＳパケット「Video 
PES」が存在する。アクセスユニットのＳＰＳのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームで
あるかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特



(15) JP 6724779 B2 2020.7.15

10

20

30

40

50

性に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報が挿入される。
【００８３】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。ＰＳＩは、トランスポートスト
リームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記した情
報である。ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（
Program loop）が存在する。
【００８４】
　ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つエレメンタリストリーム
・ループが存在する。この構造例では、ビデオストリームに対応したビデオエレメンタリ
ストリーム・ループ（video ES loop）が存在する。ビデオエレメンタリストリーム・ル
ープ（video ES loop）には、ビデオストリームに対応して、ストリームタイプ、ＰＩＤ
（パケット識別子）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関連する情報
を記述するデスクリプタも配置される。
【００８５】
　このビデオストリームの「Stream_type」の値は、例えばＨＥＶＣビデオストリームを
示す値に設定され、ＰＩＤ情報はビデオストリームのＰＥＳパケット「video PES」に付
与されるＰＩＤ１を示すものとされる。デスクリプタの一つとして、上述した、ＨＤＲデ
スクリプタ・タイプ２のデスクリプタ、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスク
リプタが挿入される。
【００８６】
　図１５は、ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示している。ＭＭＴストリ
ームには、ビデオ、オーディオ等の各アセットのＭＭＴパケットが存在する。図示の構造
例では、ＩＤ１で識別されるビデオのアセットのＭＭＴパケットが存在する。アクセスユ
ニットのＳＰＳのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであ
るかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示
す情報などのメタ情報が挿入される。
【００８７】
　また、ＭＭＴストリームには、ＰＡ（Packet Access）メッセージパケットなどのメッ
セージパケットが存在する。ＰＡメッセージパケットには、ＭＭＴ・パケット・テーブル
（MMT Package Table）などのテーブルが含まれている。ＭＰテーブルには、アセット毎
の情報が含まれている。上述した、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２のデスクリプタ、ある
いはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタが挿入される。
【００８８】
　図１０に示すサービス送信システム１００Ｂの動作を簡単に説明する。高コントラスト
カメラ出力であるＨＤＲビデオデータＶｈはＨＤＲ光電変換部１０３に供給される。この
ＨＤＲ光電変換部１０３では、ＨＤＲビデオデータＶｈにＨＤＲ光電変換特性で光電変換
が施され、ＨＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材としてのＨＤＲ伝送ビデオデータ
（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られる。
【００８９】
　また、通常コントラストカメラ出力であるＳＤＲビデオデータＶｓはＳＤＲ光電変換部
１０４に供給される。このＳＤＲ光電変換部１０４では、ＳＤＲビデオデータＶｓにＳＤ
Ｒ光電変換特性で光電変換が施され、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材として
のＳＤＲ伝送ビデオデータ（ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られ
る。
【００９０】
　ＳＤＲ光電変換部１０４で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータは、ダイナミックレンジ変
換部１０５に供給される。ダイナミックレンジ変換部１０５では、制御部１０１から供給
される変換情報（変換テーブル、変換係数）に基づいて、ＳＤＲ伝送ビデオデータにダイ
ナミックレンジ変換が施される。このダイナミックレンジ変換により、ＳＤＲ伝送ビデオ
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データは、ＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）
に変換される（図１１参照）。
【００９１】
　切換スイッチ１０６Ｂでは、制御部１０１の制御により、ＨＤＲ光電変換部１０３で得
られた伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）またはダイナミックレンジ変換部
１０５で得られた伝送ビデオデータＣ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）が選択的に取り出され
る。このように取り出された伝送ビデオデータは、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７でＲ
ＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換される。
【００９２】
　ＹＣｂＣｒドメインに変換された伝送ビデオデータＶ１は、ビデオエンコーダ１０８に
供給される。このビデオエンコーダ１０８では、伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば
、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶＣなどの符号化が施されて符号化ビデオデータが得
られ、この符号化ビデオデータを含むビデオストリームＶＳが生成される。この際、ビデ
オエンコーダ１０８では、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユニットのＶＵＩ
の領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビ
デオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報が
挿入される。
【００９３】
　ビデオエンコーダ１０８で得られたビデオストリームＶＳは、コンテナエンコーダ１０
９に供給される。コンテナエンコーダ１０９では、ビデオエンコーダ１０８で生成された
ビデオストリームＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートスト
リームまたはＭＭＴストリーム）が生成される。このトランスポートストリームは、送信
部１１０により、放送波あるいはネットのパケットに載せて、サービス受信機２００に送
信される。
【００９４】
　この際、コンテナエンコーダ１０９では、コンテナとしてのトランスポートストリーム
に、伝送ビデオデータＢであるか、あるいは伝送ビデオデータＣであるかを示す識別情報
が記述されたデスクリプタ（ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２のデスクリプタ（図１３参照
）、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタ（図６参照）が挿入される。
この場合、コンテナエンコーダ１０９では、この識別情報が、切り替えタイミングより所
定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すよう
に挿入される。
【００９５】
　図１６は、図１のサービス送信システム１００としてのサービス送信システム１００Ｃ
の構成例を示している。この図１６において、図２、図１０と対応する部分には同一符号
を付し、適宜、その詳細説明は省略する。このサービス送信システム１００Ｃは、制御部
１０１と、ＨＤＲ光電変換部１０３と、ＳＤＲ光電変換部１０４と、ダイナミックレンジ
変換部１０５と、切換スイッチ１０６Ｃと、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７と、ビデオ
エンコーダ１０８と、コンテナエンコーダ１０９と、送信部１１０を有している。
【００９６】
　制御部１０１は、ＣＰＵを備えて構成され、制御プログラムに基づいて、サービス送信
システム１００Ｃの各部の動作を制御する。ＨＤＲ光電変換部１０３は、高コントラスト
カメラ出力、すなわちＨＤＲビデオデータＶｈに対して、ＨＤＲ光電変換特性を適用して
光電変換し、ＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ
）を得る。このＨＤＲ伝送ビデオデータは、ＨＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材
となる。
【００９７】
　ＳＤＲ光電変換部１０４は、通常コントラストカメラ出力、すなわちＳＤＲビデオデー
タＶｓに対して、ＳＤＲ光電変換特性を適用して光電変換し、ＳＤＲ伝送ビデオデータ（
ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）を得る。このＳＤＲ伝送ビデオデータ
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は、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材となる。
【００９８】
　ダイナミックレンジ変換部１０５は、ＳＤＲ伝送ビデオデータにダイナミックレンジ変
換を行ってＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）
を得る。つまり、このダイナミックレンジ変換部１０５は、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作
された映像素材であるＳＤＲ伝送ビデオデータをＨＤＲ伝送ビデオデータに変換する。
【００９９】
　切換スイッチ１０６Ｃは、ＳＤＲ光電変換部１０４で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータ
（伝送ビデオデータＡ）、ＨＤＲ光電変換部１０３で得られたＨＤＲ伝送ビデオデータ（
伝送ビデオデータＢ）、またはダイナミックレンジ変換部１０５で得られたＨＤＲ伝送ビ
デオデータ（伝送ビデオデータＣ）を選択的に取り出す。
【０１００】
　ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７は、切換スイッチ１０６Ｃで取り出された伝送ビデオ
データＶ１をＲＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換する。ビデオ
エンコーダ１０８は、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７でＹＣｂＣｒドメインに変換され
た伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶＣなどの
符号化を施して符号化ビデオデータを得、この符号化ビデオデータを含むビデオストリー
ムＶＳを生成する。
【０１０１】
　この際、ビデオエンコーダ１０８は、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユニ
ットのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであるかを示す
情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示す情報（tr
ansfer function）などのメタ情報を挿入する。
【０１０２】
　ここで、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性は、この伝送ビデオデータＶ１が伝
送ビデオデータＡ（ＳＤＲ光電変換部１０４で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータ）である
ときは、ＳＤＲ光電変換部１０４における光電変換特性である。また、この伝送ビデオデ
ータＶ１が伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲ光電変換部１０４で得られたＨＤＲ伝送ビデオデ
ータ）であるとき、およびこの伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＣ（ダイナミッ
クレンジ変換部１０５で得られたＨＤＲ伝送ビデオデータ）の双方とも、ＨＤＲ光電変換
部１０３における光電変換特性である。
【０１０３】
　コンテナエンコーダ１０９は、ビデオエンコーダ１０８で生成されたビデオストリーム
ＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいはＭ
ＭＴストリーム）を生成する。送信部１１０は、このトランスポートストリームを、放送
波あるいはネットのパケットに載せて、サービス受信機２００に送信する。
【０１０４】
　この際、コンテナエンコーダ１０９は、トランスポートストリームに、伝送ビデオデー
タＡであるか、伝送ビデオデータＢであるか、あるいは伝送ビデオデータＣであるかを示
す識別情報を挿入する。この場合、コンテナエンコーダ１０９は、この識別情報を、トラ
ンスポートストリームに、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミング
から切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する（図４参照）。このよう
に識別情報の挿入が管理されることで、受信側に、伝送ビデオデータの動的な切り替えが
通知される。
【０１０５】
　コンテナエンコーダ１０９は、例えば、新規定義する、識別情報が記述されたダイナミ
ックレンジ・コンバージョン・デスクリプタ（dynamic_range_conversion_descriptor）
を挿入する。このデスクリプタは、例えば、トランスポートストリームがＭＰＥＧ２トラ
ンスポートストリームであるときには、プログラム・マップ・テーブルの配下に挿入され
、トランスポートストリームがＭＭＴストリームであるときには、ＭＰテーブルの配下に
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挿入される。
【０１０６】
　図１７は、ダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタの構造例(Syntax)を示
している。図１８は、その構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示している
。「descriptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプタのタイプを示し、ここでは
、ダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタであることを示す。「descriptor
_length」の８ビットフィールドは、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプ
タの長さとして以降のバイト数を示す。
【０１０７】
　「highdynamicrange」の８ビットフィールドは、対象ストリームがＨＤＲストリームで
あるかＳＤＲストリームであるかを示す。“１”はＨＤＲストリームであることを示し、
“０”はＳＤＲストリームであることを示す。「transferfunction」の８ビットフィール
ドは、電光変換特性（ＥＯＴＦ特性）を示す。つまり、このフィールドは、伝送ビデオデ
ータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性（現状電光変換特性）を示す。例え
ば、“１”は「BT.709-5 Transfer Function(SDR)」を示し、“１４”は「10bit BT.2020
 Transfer Function(SDR)」を示し、“１６”は「SMPTE 2084 Transfer Function(HDR1)
」を示し、“２５”は「HDR(HDR2)」を示す。なお、「HDR(HDR2)」は、ＨＤＲ電光変換特
性を示すが、ＰＱカーブではなく、いわゆるハイブリッドガンマと称されるものである。
【０１０８】
　「xycolourprimaries」の８ビットフィールドは、色空間を示す。例えば、“１”は「B
T.709-5」を示し、“９”は「BT.2020」を示し、“１０”は「SMPTE 428 or XYZ」を示す
。「matrixcoefficients」の８ビットフィールドは、色マトリクス係数を示す。例えば、
“１”は「BT.709-5」を示し、“９”は「BT.2020 non-constant lumiinance」を示し、
“１１”は「SMPTE 2085 or Y′D′zD′x」を示す。
【０１０９】
　「referencelevel」の８ビットフィールドは、基準レベルＧ（図３、図１１参照）を示
す。この場合、基準レベルＧとして、最大「１」に正規化された相対範囲の中を０～１０
０の値で指定した値が記述される。受信側では、この値を１００で割ったものが正規化さ
れた相対基準レベルとして認識される。この相対基準レベルは、ダイナミックレンジ変換
の変換情報としての変換係数を構成する。
【０１１０】
　「branchlevel」の８ビットフィールドは、分岐レベルＢ（図３、図１１参照）を示す
。この場合、分岐レベルＢとして、最大「１」に正規化された相対範囲の中を０～１００
の値で指定した値が記述される。受信側では、この値を１００で割ったものが分岐レベル
として認識される。
【０１１１】
　「original_transferfunction」の８ビットフィールドは、オリジナル電光変換特性を
示す。“１”は、「BT.709-5 Transfer Function(SDR)」を示す。“１４”は、「10bit B
T.2020 Transfer Function (SDR)」を示す。“１６”は、「SMPTE 2084 Transfer Functi
on　(HDR1)」を示す。“２５”は、「HDR(HDR2)」を示す。
【０１１２】
　このダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタのデスクリプタにおいては、
「highdynamicrange」のフィールドによるストリームがＨＤＲであるかＳＤＲであるかを
示す情報と、「transferfunction」のフィールドによる現状電光変換特性を示す情報と、
「original_transferfunction」のフィールドによるオリジナル電光変換特性を示す情報
により、伝送ビデオデータＶ１が、伝送ビデオデータＡであるか、伝送ビデオデータＢで
あるか、あるいは伝送ビデオデータＣであるかが示される。
【０１１３】
　伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＡである場合には、ＳＤＲのストリームを示
し、現状電光変換特性およびオリジナル電光変換特性は同一のＳＤＲ電光変換特性を示す
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。また、伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＢである場合には、ＨＤＲのストリー
ムを示し、オリジナル電光変換特性および現状電光変換特性が同一のＨＤＲ電光変換特性
を示す。さらに、伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＣである場合には、ＨＤＲの
ストリームを示し、オリジナル電光変換特性はＳＤＲ電光変換特性を示すが、現状電光変
換特性はＨＤＲ電光変換特性を示す。
【０１１４】
　なお、ダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタの代わりに、上述したＨＤ
Ｒデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタ（図６参照）を挿入することも考えられる。こ
のＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタにおいては、「HDR_SDR_flag」のフィー
ルドによるストリームがＨＤＲであるかＳＤＲであるかを示す情報と、「SDR_mapping_ty
pe」のフィールドによるＳＤＲ特性がＨＤＲ特性にマッピングされているかを示す情報に
より、伝送ビデオデータＡであるか、伝送ビデオデータＢであるか、あるいは伝送ビデオ
データＣであるかが示される。
【０１１５】
　図１９は、ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示してい
る。この構造例では、ＰＩＤ１で識別されるビデオストリームのＰＥＳパケット「Video 
PES」が存在する。アクセスユニットのＳＰＳのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームで
あるかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特
性に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報が挿入される。
【０１１６】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。ＰＳＩは、トランスポートスト
リームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記した情
報である。ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（
Program loop）が存在する。
【０１１７】
　ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つエレメンタリストリーム
・ループが存在する。この構造例では、ビデオストリームに対応したビデオエレメンタリ
ストリーム・ループ（video ES loop）が存在する。ビデオエレメンタリストリーム・ル
ープ（video ES loop）には、ビデオストリームに対応して、ストリームタイプ、ＰＩＤ
（パケット識別子）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関連する情報
を記述するデスクリプタも配置される。
【０１１８】
　このビデオストリームの「Stream_type」の値は、例えばＨＥＶＣビデオストリームを
示す値に設定され、ＰＩＤ情報はビデオストリームのＰＥＳパケット「video PES」に付
与されるＰＩＤ１を示すものとされる。デスクリプタの一つとして、上述した、ダイナミ
ックレンジ・コンバージョン・デスクリプタ、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３の
デスクリプタが挿入される。
【０１１９】
　図２０は、ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示している。ＭＭＴストリ
ームには、ビデオ、オーディオ等の各アセットのＭＭＴパケットが存在する。図示の構造
例では、ＩＤ１で識別されるビデオのアセットのＭＭＴパケットが存在する。アクセスユ
ニットのＳＰＳのＶＵＩの領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであ
るかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示
す情報などのメタ情報が挿入される。
【０１２０】
　また、ＭＭＴストリームには、ＰＡ（Packet Access）メッセージパケットなどのメッ
セージパケットが存在する。ＰＡメッセージパケットには、ＭＭＴ・パケット・テーブル
（MMT Package Table）などのテーブルが含まれている。ＭＰテーブルには、アセット毎
の情報が含まれている。上述した、ダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタ
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、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタが挿入される。
【０１２１】
　図１６に示すサービス送信システム１００Ｃの動作を簡単に説明する。高コントラスト
カメラ出力であるＨＤＲビデオデータＶｈはＨＤＲ光電変換部１０３に供給される。この
ＨＤＲ光電変換部１０３では、ＨＤＲビデオデータＶｈにＨＤＲ光電変換特性で光電変換
が施され、ＨＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材としてのＨＤＲ伝送ビデオデータ
（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られる。
【０１２２】
　また、通常コントラストカメラ出力であるＳＤＲビデオデータＶｓはＳＤＲ光電変換部
１０４に供給される。このＳＤＲ光電変換部１０４では、ＳＤＲビデオデータＶｓにＳＤ
Ｒ光電変換特性で光電変換が施され、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材として
のＳＤＲ伝送ビデオデータ（ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られ
る。
【０１２３】
　ＳＤＲ光電変換部１０４で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータは、ダイナミックレンジ変
換部１０５に供給される。ダイナミックレンジ変換部１０５では、制御部１０１から供給
される変換情報（変換テーブル、変換係数）に基づいて、ＳＤＲ伝送ビデオデータにダイ
ナミックレンジ変換が施される。このダイナミックレンジ変換により、ＳＤＲ伝送ビデオ
データは、ＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）
に変換される（図１１参照）。
【０１２４】
　切換スイッチ１０６Ｃでは、制御部１０１の制御により、ＳＤＲ光電変換部１０４で得
られた伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデータ）、ＨＤＲ光電変換部１０３で得ら
れた伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）、またはダイナミックレンジ変換部
１０５で得られた伝送ビデオデータＣ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）が選択的に取り出され
る。このように取り出された伝送ビデオデータは、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０７でＲ
ＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換される。
【０１２５】
　ＹＣｂＣｒドメインに変換された伝送ビデオデータＶ１は、ビデオエンコーダ１０８に
供給される。このビデオエンコーダ１０８では、伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば
、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶＣなどの符号化が施されて符号化ビデオデータが得
られ、この符号化ビデオデータを含むビデオストリームＶＳが生成される。この際、ビデ
オエンコーダ１０８では、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユニットのＶＵＩ
の領域に、ＳＤＲのストリームであるかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビ
デオデータＶ１が持つ光電変換特性に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報が
挿入される。
【０１２６】
　ビデオエンコーダ１０８で得られたビデオストリームＶＳは、コンテナエンコーダ１０
９に供給される。コンテナエンコーダ１０９では、ビデオエンコーダ１０８で生成された
ビデオストリームＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートスト
リームまたはＭＭＴストリーム）が生成される。このトランスポートストリームは、送信
部１１０により、放送波あるいはネットのパケットに載せて、サービス受信機２００に送
信される。
【０１２７】
　この際、コンテナエンコーダ１０９では、コンテナとしてのトランスポートストリーム
に、伝送ビデオデータＡであるか、伝送ビデオデータＢであるか、あるいは伝送ビデオデ
ータＣであるかを示す識別情報が記述されたデスクリプタ（ダイナミックレンジ・コンバ
ージョン・デスクリプタ（図１７参照）、あるいはＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデス
クリプタ（図６参照））が挿入される。この場合、コンテナエンコーダ１０９では、この
識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え
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後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入される。
【０１２８】
　「サービス受信機の構成例」
　図２１は、図１に示すサービス受信機２００としてのサービス受信機２００Ａの構成例
を示している。このサービス受信機２００Ａにおいては、表示モニタの表示性能はＳＤＲ
である。このサービス受信機２００Ａは、制御部２０１と、受信部２０２と、コンテナデ
コーダ２０３と、ビデオデコーダ２０４と、ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部２０５と、ＨＤＲ/
ＳＤＲ変換部２０６と、ＳＤＲ電光変換部２０７を有している。
【０１２９】
　制御部２０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を備えて構成され、制御プログ
ラムに基づいて、サービス受信機２００Ａの各部の動作を制御する。受信部２０２は、サ
ービス送信システム１００Ａ（図２参照）、サービス送信システム１００Ｂ（図１０参照
）、あるいはサービス送信システム１００Ｃ（図１６参照）から放送波あるいはネットの
パケットに載せて送られてくるコンテナとしてのトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２
トランスポートストリームまたはＭＭＴストリーム）を受信する。コンテナデコーダ２０
３は、トランスポートストリームからビデオストリームＶＳを抽出する。
【０１３０】
　また、コンテナデコーダ２０３は、トランスポートストリームに挿入されている種々の
情報を抽出し、制御部２０１に送る。この情報には、上述した、伝送ビデオデータの識別
情報が記述された、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタ（図５参照）、ＨＤＲ
デスクリプタ・タイプ２のデスクリプタ（図１３参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ３
のデスクリプタ（図６参照）、あるいはダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリ
プタ（図１７参照）も含まれる。
【０１３１】
　制御部２０１は、このデスクリプタの記述に基づいて、ビデオストリームＶｓに含まれ
る伝送ビデオデータが伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、伝送ビ
デオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、あるいは伝送ビデオデータＣ（ＨＤ
Ｒ伝送ビデオデータ）であるかを認識する。上述したように、伝送ビデオデータの識別情
報は、伝送ビデオデータの切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミング
から切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように、トランスポートストリームに挿
入されている。
【０１３２】
　そのため、制御部２０１は、伝送ビデオデータの切り替えタイミングより所定の時間量
以上だけ前のタイミングから、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあること、さらには
切り替え後の伝送ビデオデータの種類の認識が可能となる。従って、制御部２０１は、伝
送ビデオデータの種類の切り替えに伴う各部の制御のための準備を予め行うことができ、
伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデータから表示用画像データを
得るための制御処理を滞りなく適切に行い得る。
【０１３３】
　上述したように、伝送ビデオデータＡは、ＳＤＲビデオデータＶｓに対してＳＤＲ光電
変換が施されて得られたＳＤＲ伝送ビデオデータである。また、伝送ビデオデータＢは、
ＨＤＲビデオデータＶｈに対してＨＤＲ光電変換が施されて得られたＨＤＲ伝送ビデオデ
ータである。また、伝送ビデオデータＣは、ＳＤＲビデオデータＶｓに対してＳＤＲ光電
変換が施されて得られたＳＤＲ伝送ビデオデータにさらにダイナミックレンジ変換が行わ
れて得られたＨＤＲ伝送ビデオデータである。
【０１３４】
　ビデオデコーダ２０４は、コンテナデコーダ２０３で抽出されるビデオストリームＶＳ
に対してデコード処理を施して、伝送ビデオデータＶ１を得る。また、ビデオデコーダ２
０４は、ビデオストリームＶＳから各アクセスユニットに挿入されているパラメータセッ
トやＳＥＩメッセージなどの情報を抽出し、制御部２０１に送る。この情報には、アクセ
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スユニットのＳＰＳ ＮＡＬユニットのＶＵＩの領域に挿入されている、ＳＤＲのストリ
ームであるかＨＤＲのストリームであるかを示す情報、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電
変換特性に対応した電光変換特性を示す情報などのメタ情報も含まれる。
【０１３５】
　ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部２０５は、ビデオデコーダ２０４で得られた伝送ビデオデー
タＶ１を、ＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインからＲＧＢドメインに変換する。なお、こ
れらの色空間のドメインは、ＲＧＢドメインに限定されるものではなく、また、輝度・色
差ドメインはＹＣｂＣｒに限定されるわけではない。
【０１３６】
　ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６は、制御部２０１の制御のもと、ＨＤＲ伝送ビデオデータ
にダイナミックレンジ変換を施してＳＤＲ伝送ビデオデータを得る。このＨＤＲ/ＳＤＲ
変換部２０６は、伝送ビデオデータＶ１がＨＤＲ伝送ビデオデータである伝送ビデオデー
タＢあるいは伝送ビデオデータＣである場合に機能し、伝送ビデオデータＶ１がＳＤＲ伝
送ビデオデータである伝送ビデオデータＡである場合には、入力をそのまま出力とする。
【０１３７】
　図２２を参照して、伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＣ（ＨＤＲ伝送ビデオデ
ータ）である場合におけるダイナミックレンジ変換の詳細を説明する。縦軸は出力輝度レ
ベルを示し、図１１の横軸に対応する。また、横軸は伝送符号値を示し、図１１の縦軸に
対応する。実線ａは、ＳＤＲ電光変換特性を示すＳＤＲ ＥＯＴＦカーブである。このＳ
ＤＲ ＥＯＴＦカーブは、図１１に実線ａで示すＳＤＲ ＯＥＴＦカーブに対応している。
実線ｂは、ＨＤＲ電光変換特性を示すＨＤＲ ＥＯＴＦカーブである。このＨＤＲ ＥＯＴ
Ｆカーブは、図１１に実線ｂで示すＨＤＲ ＯＥＴＦカーブに対応している。なお、図２
３は、分岐レベルＢが０である場合の例を示しており、図１２の例に対応した例である。
【０１３８】
　ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６におけるダイナミックレンジ変換では、図１０のダイナミ
ックレンジ変換部１０５とは逆の変換が行われる。すなわち、このダイナミックレンジ変
換では、ＨＤＲ伝送ビデオデータのうち、分岐レベルＢ以上基準レベルＧ以下が、ＳＤＲ
光電変換特性による変換データの値と一致するように変換される。この場合、基準レベル
ＧはＳＤＲ最大レベルである相対最大レベルＭと一致するようにされる。なお、分岐レベ
ルＢ未満の入力データは、そのまま出力データとされる。
【０１３９】
　ここで、変換情報は、例えば、制御部２０１から変換テーブルあるいは変換係数で与え
られる。変換テーブルで与えられる場合、ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６は、この変換テー
ブルを参照して変換を行う。一方、変換係数で与えられる場合、ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２
０６は、この変換係数を用いた演算により変換を行う。例えば、変換係数をＣとするとき
、分岐レベルＢ以上基準レベルＧ以下の入力データに関して、以下の（３）式により、変
換を行う。
　出力データ＝分岐レベルＢ＋（入力データ－分岐レベルＢ）＊１/Ｃ　　・・・（３）
【０１４０】
　次に、図２４を参照して、伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビ
デオデータ）である場合におけるダイナミックレンジ変換の詳細を説明する。この場合、
ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６では、ＨＤＲ ＥＯＴＦカーブへの入力レベルが、ＳＤＲ Ｅ
ＯＴＦカーブへの入力レベルに変換される。この図２４において、図２２と対応する部分
には同一符号を付して示している。なお、Ｐ１´は、基準レベルＧより低い所定のレベル
Ｈに対応した出力輝度レベルを示している。
【０１４１】
　この場合、ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０７におけるダイナミックレンジ変換では、基準レ
ベルＧより低い所定のレベルＨまでの入力データに関しては、上述の伝送ビデオデータＶ
１が伝送ビデオデータＣ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）である場合と同様の変換が行われる
。そして、レベルＨからレベルＭまでの入力データに関しては、一点鎖線で示すトーンマ
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ッピング特性ＴＭに基づいてレベル変換が行われて出力データが得られる。この場合、例
えば、レベルＨはレベルＨ´に変換され、基準レベルＧはレベルＧ´に変換され、レベル
ＭはそのままレベルＭとされる。
【０１４２】
　このようにレベルＨからレベルＭまでの入力データに関してトーンマッピング特性ＴＭ
に基づいたレベル変換がなされることで、基準レベルＧから相対最大レベルＭまでの範囲
の入力データに対し、レベル飽和による画質劣化の低減が可能となる。
【０１４３】
　図２１に戻って、ＳＤＲ電光変換部２０７は、ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６から出力さ
れたＳＤＲ伝送ビデオデータに、ＳＤＲ電光変換特性を適用して、ＳＤＲ画像を表示する
ための表示用ビデオデータＶｓｄを得る。
【０１４４】
　図２１に示すサービス受信機２００Ａの動作を簡単に説明する。受信部２０２では、サ
ービス送信システム１００Ａ、サービス送信システム１００Ｂ、あるいはサービス送信シ
ステム１００Ｃから放送波あるいはネットのパケットに載せて送られてくるトランスポー
トストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームまたはＭＭＴストリーム）が受信さ
れる。このトランスポートストリームは、コンテナデコーダ２０３に供給される。コンテ
ナデコーダ２０３では、トランスポートストリームからビデオストリームＶＳが抽出され
る。
【０１４５】
　また、コンテナデコーダ２０３では、コンテナとしてのトランスポートストリームに挿
入されている種々の情報が抽出され、制御部２０１に送られる。この情報には、上述した
、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタ（図５参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タ
イプ２のデスクリプタ（図１３参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタ（
図６参照）、あるいはダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタ（図１７参照
）も含まれる。
【０１４６】
　制御部２０１では、このデスクリプタの記述に基づいて、ビデオストリームＶｓに含ま
れる伝送ビデオデータが伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、伝送
ビデオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、あるいは伝送ビデオデータＣ（Ｈ
ＤＲ伝送ビデオデータ）であるかが認識される。
【０１４７】
　コンテナデコーダ２０３で抽出されたビデオストリームＶＳは、ビデオデコーダ２０４
に供給される。ビデオデコーダ２０４では、ビデオストリームＶＳに対してデコード処理
が施され、伝送ビデオデータＶ１が得られる。また、ビデオデコーダ２０４では、ビデオ
ストリームＶＳから各アクセスユニットに挿入されているパラメータセットやＳＥＩメッ
セージなどの情報が抽出され、制御部２０１に送られる。
【０１４８】
　ビデオデコーダ２０４で得られた伝送ビデオデータＶ１は、ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部
２０５でＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインからＲＧＢドメインに変換される。ＲＧＢド
メインに変換された伝送ビデオデータＶ１は、ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６に供給される
。
【０１４９】
　ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６では、伝送ビデオデータＶ１がＨＤＲ伝送ビデオデータで
ある伝送ビデオデータＢあるいは伝送ビデオデータＣである場合は、このＨＤＲ伝送ビデ
オデータにダイナミックレンジ変換が施されてＳＤＲ伝送ビデオデータが得られる（図２
２～図２４参照）。なお、伝送ビデオデータＶ１がＳＤＲ伝送ビデオデータである伝送ビ
デオデータＡである場合には、入力がそのまま出力とされる。
【０１５０】
　ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部２０６で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータは、ＳＤＲ電光変換部
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２０７に供給される。このＳＤＲ電光変換部２０７では、ＳＤＲ伝送ビデオデータに、Ｓ
ＤＲ電光変換特性が適用されて、ＳＤＲ画像を表示するための表示用ビデオデータＶｓｄ
が得られる。この表示用ビデオデータＶｓｄは、表示モニタの表示能力に応じて適宜表示
マッピング処理が施された後に、表示モニタに供給され、ＳＤＲ画像の表示が行われる。
【０１５１】
　図２５は、図１に示すサービス受信機２００としてのサービス受信機２００Ｂの構成例
を示している。この図２５において、図２１と対応する部分には同一符号を付し、適宜、
その詳細説明は、省略する。このサービス受信機２００Ｂにおいては、表示モニタの表示
性能はＨＤＲである。このサービス受信機２００Ｂは、制御部２０１と、受信部２０２と
、コンテナデコーダ２０３と、ビデオデコーダ２０４と、ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部２０
５と、ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０８と、ＨＤＲ電光変換部２０９を有している。
【０１５２】
　制御部２０１は、ＣＰＵを備えて構成され、制御プログラムに基づいて、サービス受信
機２００Ｂの各部の動作を制御する。受信部２０２は、サービス送信システム１００Ａ（
図２参照）、サービス送信システム１００Ｂ（図１０参照）、あるいはサービス送信シス
テム１００Ｃ（図１６参照）から放送波あるいはネットのパケットに載せて送られてくる
コンテナとしてのトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームまた
はＭＭＴストリーム）を受信する。コンテナデコーダ２０３は、トランスポートストリー
ムからビデオストリームＶＳを抽出する。
【０１５３】
　また、コンテナデコーダ２０３は、トランスポートストリームに挿入されている種々の
情報を抽出し、制御部２０１に送る。この情報には、上述した、ＨＤＲデスクリプタ・タ
イプ１のデスクリプタ（図５参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ２のデスクリプタ（図
１３参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタ（図６参照）、あるいはダイ
ナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタ（図１７参照）も含まれる。
【０１５４】
　制御部２０１は、このデスクリプタの記述に基づいて、ビデオストリームＶｓに含まれ
る伝送ビデオデータが伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、伝送ビ
デオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、あるいは伝送ビデオデータＣ（ＨＤ
Ｒ伝送ビデオデータ）であるかを認識する。この場合、制御部２０１は、伝送ビデオデー
タの切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから、伝送ビデオデー
タの種類の切り替えがあること、さらには切り替え後の伝送ビデオデータの種類の認識が
可能である。
【０１５５】
　ビデオデコーダ２０４は、コンテナデコーダ２０３で抽出されるビデオストリームＶＳ
に対してデコード処理を施して、伝送ビデオデータＶ１を得る。ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換
部２０５は、ビデオデコーダ２０４で得られた伝送ビデオデータＶ１を、ＹＣｂＣｒ（輝
度・色差）ドメインからＲＧＢドメインに変換する。
【０１５６】
　ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０８は、制御部２０１の制御のもと、ＳＤＲ伝送ビデオデータ
にダイナミックレンジ変換を施してＨＤＲ伝送ビデオデータを得る。このＳＤＲ/ＨＤＲ
変換部２０６は、伝送ビデオデータＶ１がＳＤＲ伝送ビデオデータである伝送ビデオデー
タＡである場合に機能し、伝送ビデオデータＶ１がＨＤＲ伝送ビデオデータである伝送ビ
デオデータＢあるいは伝送ビデオデータＣである場合には、入力をそのまま出力とする。
【０１５７】
　図２６を参照して、伝送ビデオデータＶ１が伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデ
ータ））である場合におけるダイナミックレンジ変換の詳細を説明する。この場合、ＳＤ
Ｒ/ＨＤＲ変換部２０８では、ＳＤＲ ＥＯＴＦカーブへの入力レベルが、ＨＤＲ ＥＯＴ
Ｆカーブへの入力レベルに変換される。この図２６において、図２２と対応する部分には
同一符号を付して示している。
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【０１５８】
　ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０８におけるダイナミックレンジ変換では、図１０、図１６の
ダイナミックレンジ変換部１０５と同様の変換が行われる。すなわち、このダイナミック
レンジ変換では、ＳＤＲ伝送ビデオデータのうち、分岐レベルＢ以上ＳＤＲ最大レベルで
ある相対最大レベルＭ以下までが、ＨＤＲ光電変換特性による変換データの値と一致する
ように変換される。この場合、相対最大レベルＭは基準レベルＧと一致するようにされる
。なお、分岐レベルＢ未満の入力データは、そのまま出力データとされる。
【０１５９】
　図２５に戻って、ＨＤＲ光電変換部２０９は、ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０８から出力さ
れたＨＤＲ伝送ビデオデータに、ＨＤＲ電光変換特性を適用して、ＨＤＲ画像を表示する
ための表示用ビデオデータＶｈｄを得る。
【０１６０】
　図２５に示すサービス受信機２００Ｂの動作を簡単に説明する。受信部２０２では、サ
ービス送信システム１００Ａ、サービス送信システム１００Ｂ、あるいはサービス送信シ
ステム１００Ｃから放送波あるいはネットのパケットに載せて送られてくるトランスポー
トストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームまたはＭＭＴストリーム）が受信さ
れる。このトランスポートストリームは、コンテナデコーダ２０３に供給される。コンテ
ナデコーダ２０３では、トランスポートストリームからビデオストリームＶＳが抽出され
る。
【０１６１】
　また、コンテナデコーダ２０３では、コンテナとしてのトランスポートストリームに挿
入されている種々の情報が抽出され、制御部２０１に送られる。この情報には、上述した
、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ１のデスクリプタ（図５参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タ
イプ２のデスクリプタ（図１３参照）、ＨＤＲデスクリプタ・タイプ３のデスクリプタ（
図６参照）、あるいはダイナミックレンジ・コンバージョン・デスクリプタ（図１７参照
）も含まれる。
【０１６２】
　制御部２０１では、このデスクリプタの記述に基づいて、ビデオストリームＶｓに含ま
れる伝送ビデオデータが伝送ビデオデータＡ（ＳＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、伝送
ビデオデータＢ（ＨＤＲ伝送ビデオデータ）であるか、あるいは伝送ビデオデータＣ（Ｈ
ＤＲ伝送ビデオデータ）であるかが認識される。
【０１６３】
　コンテナデコーダ２０３で抽出されたビデオストリームＶＳは、ビデオデコーダ２０４
に供給される。ビデオデコーダ２０４では、ビデオストリームＶＳに対してデコード処理
が施され、伝送ビデオデータＶ１が得られる。また、ビデオデコーダ２０４では、ビデオ
ストリームＶＳから各アクセスユニットに挿入されているパラメータセットやＳＥＩメッ
セージなどの情報が抽出され、制御部２０１に送られる。
【０１６４】
　ビデオデコーダ２０４で得られた伝送ビデオデータＶ１は、ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部
２０５でＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインからＲＧＢドメインに変換される。ＲＧＢド
メインに変換された伝送ビデオデータＶ１は、ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０６に供給される
。
【０１６５】
　ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０８では、伝送ビデオデータＶ１がＳＤＲ伝送ビデオデータで
ある伝送ビデオデータＡである場合は、このＳＤＲ伝送ビデオデータにダイナミックレン
ジ変換が施されてＨＤＲ伝送ビデオデータが得られる（図２６参照）。なお、伝送ビデオ
データＶ１がＨＤＲ伝送ビデオデータである伝送ビデオデータＢあるいは伝送ビデオデー
タＣである場合には、入力がそのまま出力とされる。
【０１６６】
　ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部２０８で得られたＨＤＲ伝送ビデオデータは、ＨＤＲ電光変換部
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２０９に供給される。このＨＤＲ電光変換部２０９では、ＨＤＲ伝送ビデオデータに、Ｈ
ＤＲ電光変換特性が適用されて、ＨＤＲ画像を表示するための表示用ビデオデータＶｈｄ
が得られる。この表示用ビデオデータＶｈｄは、表示モニタの表示能力に応じて適宜表示
マッピング処理が施された後に、表示モニタに供給され、ＨＤＲ画像の表示が行われる。
【０１６７】
　上述したように、図１に示す送受信システム１０において、サービス送信システム１０
０は、コンテナとしてのトランスポートストリームに、このトランスポートストリームに
含まれるビデオストリームＶｓが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報を、切り替
えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデー
タの種類を示すように挿入するものである。
【０１６８】
　そのため、サービス受信機２００において、伝送ビデオデータの切り替えタイミングよ
り所定の時間量以上だけ前のタイミングから、伝送ビデオデータの種類の切り替えがある
こと、さらには切り替え後の伝送ビデオデータの種類の認識が可能となる。従って、サー
ビス受信機２００において、伝送ビデオデータの種類の切り替えに伴う各部の制御のため
の準備を予め行うことができ、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオ
データから表示用画像データを得るための制御処理を滞りなく適切に行うことが可能とな
る。
【０１６９】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態においては、サービス送信システム１００およびサービス受信機
２００により構成される送受信システム１０を示したが、本技術を適用し得る送受信シス
テムの構成は、これに限定されるものではない。例えば、サービス受信機２００が、例え
ば、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）などのデジタルインタフェース
で接続されたセットトップボックス（ＳＴＢ）およびモニタからなる構成であってもよい
。なお、「ＨＤＭＩ」は、登録商標である。
【０１７０】
　また、上述実施の形態においては、コンテナとしてのトランスポートストリームに伝送
ビデオデータの識別情報と共に、基準レベルや分岐レベルの情報をも挿入して送信する例
を示した。しかし、基準レベルや分岐レベルの情報はその値が光電変換特性を参照するこ
とで一意に求まる場合には、レベル値そのものを送らずとも、光電変換特性の識別情報に
よって代用させることが可能である。その場合、光電変換特性の識別情報はコンテナで供
給されてもよいし、あるいは、ビデオストリームで供給されるようにしてもよい。
【０１７１】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られ
る伝送ビデオデータにエンコード処理を施してビデオストリームを得るエンコード部と、
　上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部と、
　上記コンテナに、該コンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種
類を示す識別情報を、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから
切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する情報挿入部を備える
　送信装置。
　（２）上記複数種類の伝送ビデオデータには、
　通常ダイナミックレンジビデオデータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換を行って通常ダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータ
と、
　ハイダイナミックレンジビデオデータにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータ
が含まれる
　前記（１）に記載の送信装置。
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　（３）上記複数種類の伝送ビデオデータには、
　ハイダイナミックレンジビデオデータにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータ
と、
　通常ダイナミックレンジビデオデータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換が行われて得られたビデオデータに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による
変換データの値をハイダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値に変換する
ための変換情報に基づいてダイナミックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電
変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータが含まれる
　前記（１）に記載の送信装置。
　（４）上記複数種類の伝送ビデオデータには、
　通常ダイナミックレンジビデオデータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換を行って通常ダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータ
と、
　ハイダイナミックレンジビデオデータにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータ
と、
　通常ダイナミックレンジビデオデータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光
電変換が行われて得られたビデオデータに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による
変換データの値をハイダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値に変換する
ための変換情報に基づいてダイナミックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電
変換特性を持たせた第３の伝送ビデオデータが含まれる
　前記（１）に記載の送信装置。
　（５）上記情報挿入部は、
　上記コンテナに、基準輝度レベルである基準レベルの情報、あるいは通常ダイナミック
レンジ光電変換特性とハイダイナミックレンジ光電変換特性のカーブが同一軌道から分岐
して別れる輝度レベルである分岐レベルの情報をさらに挿入する
　前記（１）から（４）のいずれかに記載の送信装置。
　（６）上記コンテナは、ＭＰＥＧ２トラスポートストリームあるいはＭＭＴストリーム
である
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の送信装置。
　（７）所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られ
る伝送ビデオデータをエンコードしてビデオストリームを得るエンコードステップと、
　送信部により、上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送
信ステップと、
　上記コンテナに、該コンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種
類を示す識別情報を、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから
切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する情報挿入ステップを有する
　送信方法。
　（８）伝送ビデオデータをエンコードして得られたビデオストリームを含む所定フォー
マットのコンテナを受信する受信部を備え、
　上記伝送ビデオデータは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
の切り替え出力であり、
　上記コンテナに、該コンテナが含むビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を
示す識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り
替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコード部と、
　上記デコード部で得られた伝送ビデオデータに、上記識別情報および表示性能に基づい
た電光変換処理を施して表示用画像データを得る処理部をさらに備える
　受信装置。
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　（９）上記複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデータに
通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレンジ光
電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデータ
にハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレンジ
光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータが含まれ、
　上記処理部は、表示性能がハイダイナミックレンジであるとき、
　上記伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオ
データにダイナミックレンジ変換を行った後にハイダイナミックレンジ電光変換特性によ
る電光変換処理を施して上記表示用画像データを得、上記伝送ビデオデータが上記第２の
伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオデータにハイダイナミックレンジ電光
変換特性による電光変換を施して上記表示用画像データを得、
　上記処理部は、表示性能が通常ダイナミックレンジであるとき、
　上記伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオ
データに通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施して上記表示用画像デ
ータを得、上記伝送ビデオデータが上記第２の伝送ビデオデータである場合には、上記伝
送ビデオデータにダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレンジ電光変換
特性による電光変換を施して上記表示用画像データを得る
　前記（８）に記載の受信装置。
　（１０）上記複数種類の伝送ビデオデータには、ハイダイナミックレンジビデオデータ
にハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレンジ
光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、通常ダイナミックレンジビデオデー
タに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換が行われて得られたビデオデー
タに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値をハイダイナミックレ
ンジ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいてダイナミッ
クレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオ
データが含まれ、
　上記処理部は、表示性能がハイダイナミックレンジであるとき、
　上記伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータおよび上記第２の伝送ビデオデー
タのいずれの場合にも、上記伝送ビデオデータにハイダイナミックレンジ電光変換特性に
よる電光変換を施して上記表示用画像データを得、
　上記処理部は、表示性能が通常ダイナミックレンジであるとき、
　上記伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオ
データに第１の変換特性のダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレンジ
電光変換特性による電光変換を施して上記表示用画像データを得、上記伝送ビデオデータ
が上記第２の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオデータに第２の変換特性
のダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光
変換を施して上記表示用画像データを得る
　前記（８）に記載の受信装置。
　（１１）上記複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデータ
に通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレンジ
光電変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデー
タにハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレン
ジ光電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータと、通常ダイナミックレンジビデオデ
ータに通常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換が行われて得られたビデオデ
ータに、通常ダイナミックレンジ光電変換特性による変換データの値をハイダイナミック
レンジ光電変換特性による変換データの値に変換するための変換情報に基づいてダイナミ
ックレンジ変換を行ってハイダイナミックレンジ光電変換特性を持たせた第３の伝送ビデ
オデータが含まれ、
　上記処理部は、表示性能がハイダイナミックレンジであるとき、
　上記伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオ
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データにダイナミックレンジ変換を行った後にハイダイナミックレンジ電光変換特性によ
る電光変換を施して上記表示用画像データを得、上記伝送ビデオデータが上記第２の伝送
ビデオデータあるいは上記第３の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオデー
タにハイダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施して上記表示用画像データ
を得、
　上記処理部は、表示性能が通常ダイナミックレンジであるとき、
　上記伝送ビデオデータが上記第１の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオ
データに通常ダイナミックレンジ電光変換特性による電光変換を施して上記表示用画像デ
ータを得、上記伝送ビデオデータが上記第２の伝送ビデオデータである場合には、上記伝
送ビデオデータに第１の変換特性のダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミッ
クレンジ電光変換特性による電光変換を施して上記表示用画像データを得、上記伝送ビデ
オデータが上記第３の伝送ビデオデータである場合には、上記伝送ビデオデータに第２の
変換特性のダイナミックレンジ変換を行った後に通常ダイナミックレンジ電光変換特性に
よる電光変換を施して上記表示用画像データを得る
　前記（８）に記載の受信装置。
　（１２）受信部により、伝送ビデオデータをエンコードして得られたビデオストリーム
を含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信ステップを有し、
　上記伝送ビデオデータは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
の切り替え出力であり、
　上記コンテナに、該コンテナが含むビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を
示す識別情報が、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り
替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコードステップと、
　上記デコードステップで得られた伝送ビデオデータに、上記識別情報および表示性能に
基づいた電光変換処理を施して表示用画像データを得る処理ステップをさらに有する
　受信方法。
【０１７２】
　本技術の主な特徴は、コンテナに、このコンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝
送ビデオデータの種類を示す識別情報を、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ
前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入することで、
受信側において、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデータから表
示用画像データを得る処理を滞りなく適切に行い得るようにしたことである（図４、図８
参照）。
【符号の説明】
【０１７３】
　１０・・・送受信システム
　１００，１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ・・・サービス送信システム
　１０１・・・制御部
　１０３・・・ＨＤＲ光電変換部
　１０４・・・ＳＤＲ光電変換部
　１０５・・・ダイナミックレンジ変換部
　１０６Ａ，１０６Ｂ，１０６Ｃ・・・切換スイッチ
　１０７・・・ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部
　１０８・・・ビデオエンコーダ
　１０９・・・コンテナエンコーダ
　１１０・・・送信部
　２００，２００Ａ，２００Ｂ・・・サービス受信機
　２０１・・・制御部
　２０２・・・受信部
　２０３・・・コンテナデコーダ
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　２０４・・・ビデオデコーダ
　２０５・・・ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部
　２０６・・・ＨＤＲ/ＳＤＲ変換部
　２０７・・・ＳＤＲ電光変換部
　２０８・・・ＳＤＲ/ＨＤＲ変換部
　２０９・・・ＨＤＲ電光変換部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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